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 西日本電信電話株式会社（本社：大阪府大阪市 代表取締役社長：村尾和俊 以下、NTT西日本）、

株式会社ミライト・テクノロジーズ（本社：大阪府大阪市 代表取締役社長：髙畠宏一 以下、ミライ

ト・テクノロジーズ）、および神戸市水道局（水道事業管理者：水口和彦）は、水道スマートメーター
（※1）と LPWA(※2)（280MHz 帯）を利用した工業用水における自動検針の実用化に向け、技術・業務

運用検証の共同フィールドトライアル（以下、本トライアル）を実施します。 

なお、LPWA（280MHz 帯）を採用し、工業用水の水道メーターとしてスマートメーターを設置・

活用するのは、本トライアルが国内初の事例となります。 
（※1） 水道スマートメーター協議会で①双方向のネットワーク機能を持つ水道メーター、②水使用

量等のデータを収集、解析し、意思決定を支援するシステム、と定義されています。 

（※2）「Low Power Wide Area」の略称。IoT/M2Mに適した省電力・長距離の通信を実現する省

電力広域無線通信の呼称。今回はLPWAの中でも、米国Sensus社のFlexNetTM（280ＭＨｚ帯

実験無線免許取得済）を利用。 

 

 

１．背景 

水道事業においては、設備の老朽化による更新費用の増大や職員の高齢化に伴う技術継承といった課

題等があり、設備・業務の効率的運用が求められており、スマートメーターや LPWA ネットワーク等

IoT の活用が全国で注目を集めています。 

こうした背景の中で、2016 年度に神戸市内の上水道をフィールドとした水道スマートメーターの技

術検証（※3）では、無線でデータを収集するには障害物が多い環境（土中、鉄蓋中、水没環境下等）にお

いても、280MHz 帯の無線を使用することでメーター情報が良好に取得できることを確認し、回り込

みや干渉に優れているという電波特性について技術的知見を得ることができました。 

一方で、工業用水においては効率的な安定供給が求められており、利用者からもリアルタイムに使用

水量を把握したいというニーズがあります。また、現在、目視による使用水量の検針を行っております。 

これらを踏まえ、本トライアルでは工業用水にフィールドを移し、実験基地局を２基に増設し更なる

技術検証及び業務運用への適用評価へ検証フェーズを進め、実用化に向けた共同フィールドトライアル

を実施することとしました。 

（※3） 「280MHz 帯広域無線ネットワークと水道スマートメーターを組み合わせた水道流量の遠

隔収集に関する共同フィールドトライアルの実施について」（2015.7.17） 

http://www.tec.mirait.co.jp/news/pdf/20150717-2.pdf  

 

２．実施内容 

神戸市内の工業用水契約企業のうち今年度に取替予定の一部の水道メーターをスマートメーターに更

新し、検針から料金調定までの実運用を想定した実験を行うことで、水道事業の業務フローを検証（効

果、付加価値等）するとともに、運用面で発生する課題を明確にします。 

さらに、遠隔検針システムの導入及び運用・保守に必要となる技術情報を体系的にまとめ、水道スマ

ートメーターの本格導入をめざします。（実証実験イメージは【別紙】を参照） 

【国内初】 

水道スマートメーターと LPWA（280MHz 帯）による 

「工業用水自動検針」の実用化に向けた共同フィールドトライアルの実施について 

http://www.tec.mirait.co.jp/news/pdf/20150717-2.pdf
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３．実施期間  

 201７年 10月 10日から 2018年 3 月末（予定）  

 

 

 

４．実施エリア 

神戸市長田区、兵庫区、中央区、灘区、東灘区の工業用水提供エリア 

  （スマートメーター設置箇所は本エリア内の工場等） 

 

 

 
 

 

 

５．各社の役割  

＜NTT西日本＞ 

  ・本トライアルの全体管理 

・ネットワーク中継サーバー、アプリケーションサーバー等の提供 

・スマートメーターを活用した際の水道業務設計支援・コンサルティング 

 

＜ミライト・テクノロジーズ＞ 

・実験試験局（280MHz 帯実験免許取得済）の提供 

・無線装置の施工・運用・保守等の技術的ノウハウの確立 

 

＜神戸市水道局＞  

・スマートメーター、フィールドトライアル場所等の提供 

・スマートメーターを活用した水道業務運用方法の検証 
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６．今後の展開 

本トライアルによる技術・業務運用検証で得た成果をもとに、工業用水スマートメーターの事業化及

び本格導入をめざします。 

さらに、本トライアルで培ったノウハウを上水道事業にも展開することで、水道事業全体のスマート

メーター化に貢献してまいります。 

 

 

 

 

【本件に関する報道機関からのお問合せ先】 

＜本トライアル全般に関すること＞ 

・NTT西日本 クラウドソリューション部 

鈴木、浅野、大町   TEL：06-6469-4537 

 

＜ネットワーク技術に関すること＞ 

・株式会社ミライト・テクノロジーズ ソリューション事業本部東日本事業部アライアンス推進部 

河野、宇野       TEL：03-5437-2466 

 

＜水道スマートメーターを活用した水道業務運用に関すること＞ 

・神戸市水道局業務課 

関戸、川原田  TEL：078-322-5884 

 

お問い合わせの際は、電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【本件に関する報道機関からのお問い合わせ先】 

株式会社ミライト・テクノロジーズ 

経営企画本部 広報室 

TEL：06-6446-3363 

FAX：06-6459-2411 

URL：http://www.tec.mirait.co.jp/ 



神戸市 NTT西日本 ミライト・テクノロジーズ 

本トライアル 
の役割 

スマートメーターを活用した 
水道業務運用方法の検証 

スマートメーターを活用した際の 
円滑な水道業務設計の確立 

無線装置の施工・運用・保守等の 
技術面の確立 

【別紙】工業用水スマートメーターフィールドトライアル 概要 

水道局内 

④ 
ネットワーク 
中継サーバー 

③ 
実験試験局 

⑤ 
アプリケーションサーバー 

② 
無線区間 

(280MHz帯) 

（ビューア） 

① 
水道スマートメーター 

(流量計測端末・通信機) （データベース） 

流量を測定し実験試験局に送信 
流量データの受信 
及びネットワーク 
サーバーへの転送 

全端末の制御 
及び流量データの 

集約処理 

流量データの蓄積 
・データベース化 

流量データの 
可視化 

到達性に優れた 
周波数帯を利用 

実験試験局 
(東灘区エリア) 

実験試験局 
（中央区エリア） 

工業用水契約企業に設置する水道メーターを対象として、280MHz帯の無線と水道スマートメーターを 
利用した検針業務自動化を通じた、技術・業務運用検証を実施します 。 

神戸市 ＮＴＴ西日本 ミライト・テクノロジーズ 

（※）本トライアルで使用する米国Sensus社のスマートメーターOMNIは水道メーターとして国内型式認証を取得済。【型式承認番号 体積計 Ｌ１７５ 17/06/23 Sensus】 

（※） 

（※） 

無線データ収集システムはSensus社FlexNetを利用 


